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1989 1993 1回生 87 123 210 140 47
1990 1994 2回生 109 142 251 3
1991 1995 3回生 131 195 326 215 60
1992 1996 4回生 181 276 457 6 第Ⅰ期
1993 1997 5回生 192 271 463 286 71
1994 1998 6回生 185 252 437 6
1995 1999 7回生 208 275 483 310 71
1996 2000 8回生 247 216 463 3
1997 2001 9回生 245 88 339 672 465 123
第Ⅱ期
1998 2002 10回生 320 112 343 775 4
1999 2003 11回生 268 121 313 702 486 128
2000 2004 12回生 222 119 296 637 5
2001 2005 13回生 274 131 353 758 667 134
2002 2006 14回生 295 141 267 703 9
2003 2007 15回生 258 140 269 667 634 140
2004 2008 16回生 250 134 208 592 7 第Ⅲ期
2005 2009 17回生 249 132 225 606 566 102
2006 2010 18回生 184 126 193 503 3
（年回生無回答） 11
























































































































Ⅰ　　期 Ⅱ　　期 Ⅲ　　期 不　　明
人 文 学 部・ 人 間 科 学 科 47 15 11 2 75
人 間 科 学 部・ 人 間 科 学 科 53 99 85 2 239
人 間 科 学 部・ 人 間 福 祉 学 科 2 51 56 　 109
人 間 科 学 部 系 合 計 102 165 152 4 423
人 文 学 部・ 社 会 科 学 科 47 2 　 1 50
社 会 科 学 部・ 社 会 科 学 科 79 102 　 1 182
国際社会科学部・国際社会学科 1 59 73 2 135
社 会 科 学 部 系 127 163 73 4 367

















































































































































経験なし 130（ 57%） 29（47%） 205（ 66%） 196（ 87%） 5（ 63%） 320（ 73%）
経験あり 99（ 43%） 33（53%） 128（ 39%） 29（ 13%） 3（ 38%） 121（ 27%）











































1：正規雇用 474 17 3 　 　 3 497
2：非正規雇用 81 11 1 　 　 　 93
3：非正規雇用 50 3 　 　 　 　 53
4：自営 7 3 　 1 　 　 11
5：家事従事 8 　 1 　 1 　 10
6：その他 5 　 　 　 　 　 5
複数選択 1 1 　 　 　 　 2
無記入 113 5 　 　 　 1 119

















































1：総合職 30 8 3 　 　 　 　 　 3 　 1 132
2：一般事務職 32 171 10 10 3 3 1 　 1 11 1 1 244
3：営業 3 10 25 2 　 　 　 　 　 　 　 　 40
4：販売 5 2 3 16 　 　 2 　 　 1 　 　 29
5：秘書 3 2 3 1 1 　 　 　 　 1 1 　 12
6：医療福祉 6 7 1 1 　 32 　 　 　 1 　 　 48
7：教育（幼稚園・保育園を含む） 2 4 4 　 　 1 46 　 1 1 　 1 60
8：公務員 　 2 　 　 　 　 3 9 　 1 　 　 15
9：芸術スポーツ 3 1 1 　 　 　 　 　 1 1 　 　 7
10：その他 9 17 4 3 　 1 　 　 　 28 1 　 63
複数業種選択 1 3 1 1 　 　 1 　 　 　 9 　 16
無 記 入 16 46 11 5 　 9 18 1 1 9 4 4 124




















1年まで 1年以上3年まで 3年以上5年まで 5年以上10年まで 10年以上
無記入
個人的な理由1：結婚 2 10 15 9 　 　 36
131
2：出産・育児・家族の介護 　 1 5 11 3 　 20
3：その他家族の事情 　 1 4 2 　 　 7
4：進学留学 2 12 4 1 　 　 19
5：より適切な仕事に就くため 14 17 9 8 1 　 49
就職先とのマッチング
6：職場の人間関係 2 4 　 4 1 　 11
59
7：能力が十分発揮できなかった 1 1 2 1 　 　 5
8：十分評価されなかった 　 　 　 1 　 　 1
9：労働条件がわるかった 3 9 2 3 　 　 17
10：契約期間がおわった 　 1 　 　 　 　 1
11：会社の経営事情 　 2 　 2 　 　 4
12：その他 3 2 6 8 1 　 20 20
無 記 入 1 　 1 2 47 6 57 57












早いほど少ない（χ2 =33.1 （df=2） p<0.01）。就業率と結婚や育児経験の有無との関連をみ
ると（図4-2）、結婚経験なし群は94％、結婚のみ経験あり群は71％、育児経験あり群は
48％と、結婚や育児の経験が加わるにつれ就業率が低くなっており（χ2 =199.5 （df=2） 
p<0.001）、結婚や育児が退職のきっかけ、または要因になっていることがわかる。
　図4-3は、卒業期別に結婚および育児を経験している者の割合をみたものであるが、卒業












































1 ．就職せず、結婚して家庭に入る 0.4% 0.3% 0.4% 0.3%
2 ．就職せず、結婚して家庭に入るが、いつかは就職する 0.4% 0.0% 0.8% 0.4%
3 ．就職し、結婚したら家庭に入る 16.3% 15.7% 19.2% 16.8%
4 ．就職し、出産したら家庭に入る 20.1% 14.9% 14.2% 16.1%
5 ．就職し、結婚や出産で家庭に入るが、一段落したら再就職する 19.3% 21.2% 28.7% 22.8%
6 ．就職し、働き続けながら、結婚し出産する 26.9% 33.8% 27.6% 30.2%
7 ．就職し、働き続けながら、結婚するが、出産しない 0.4% 2.5% 1.1% 1.5%
8 ．就職し、結婚しないで働き続ける 4.5% 2.5% 2.3% 3.0%
9 ．何も考えていなかった 3.8% 3.3% 1.1% 2.9%












専業主婦志向型（選択肢1，3，4） 36.8% 30.9% 33.8% 33.2%
再 就 業 志 向 型（選択肢5） 19.3% 21.2% 28.7% 22.8%
継続就業志向型（選択肢6，7，8） 31.8% 38.8% 31.0% 34.7%
そ　　の　　他（選択肢2，10，11） 12.1% 9.1% 6.5% 9.3%








ほとんどの者が1 〜 3の中から選択しているので、ここでは1 〜 3の3つのタイプに注目し、
選択肢1を「性別役割分業型」、2を「新性別役割分業型」、3を「役割共業型」とする。
1．夫が主な収入を得て、妻は主に家事・育児を行う　　（371人）… 性 別 役 割 分 業 型
2．夫も妻も同等に働き、家事・育児は主に妻が行う　　（ 70 人）… 新性別役割分業型
3．夫も妻も同等に働き、同等に家事・育児を分担する　（470人）… 役 割 共 業 型
4．夫も妻も同等に働き、家事・育児は主に夫が行う　　（　1 人）
5．妻が主な収入を得て、夫は主に家事・育児を行う　　（　1 人）













第Ⅰ期 第Ⅱ期 第Ⅲ期 全体
性 別 役 割 分 業 型 46.7% 35.0% 40.6% 39.9%
新性別役割分業型 5.7% 8.8% 6.9% 7.4%
役 割 共 業 型 43.8% 54.2% 51.0% 50.3%
選択肢4，5その他 3.8% 2.0% 1.5% 2.4%
































性 別 役 割 分 業 型 35.2% 36.9% 51.5%
新性別役割分業型 9.1% 10.1% 2.1%
役 割 共 業 型 54.1% 49.0% 43.8%
そ の 他 1.7% 4.0% 2.6%































































1．最初から長く続けたい仕事として就職し、続けている 45 49.5% 18.6%
2．出産後は仕事をやめるつもりだったが、経済的な観点から続けることにした 17 18.7% 7.0%
3．出産後は仕事をやめるつもりだったが、仕事にやりがいを感じるようになった  6 6.6% 2.5%
4．出産後は仕事をやめるつもりだったが、仕事を続けるよう夫がすすめてくれた  2  2.2% 0.8%
5．その他　内訳1．勤務先の子育て支援や雰囲気がよい 6 6.6% 2.5%
内訳2．生きがいとして仕事が必要、社会とつながっていたい 4 4.4% 1.7%
内訳3．経済的必要性 3 3.3% 1.2%
内訳4．その他 8 8.8% 3.3%













もりだった 71 36.0% 18.6% 29.3%
2．家事・子育てとの両立の負担に耐えて続けるほどの
仕事ではなかった 52 26.4% 13.6% 21.5%
3．仕事を続けたかったが、家事子育てとの両立が困難
で仕方なくやめた 43 21.8% 11.3% 17.8%
4．私が専業主婦になることを夫が望んだ 12 6.1%  3.1% 5.0%
5．結婚したらやめなければならないような雰囲気が職
場にあった 9 4.6% 2.4% 3.7%
6．その他　内訳1．子育てに専念したかった 3 1.5% - 1.2%
内訳2．夫の転勤 18 9.1% 4.7% -
内訳3．勤務先の子育て支援体制の不備 10 5.1% - 4.1%
内訳4．仕事がハードだった 6 3.0% 1.6% 2.5%
内訳5．その他 25 12.7% 6.5% 10.3%

































































1．育児休業や短時間勤務など、勤務先の子育て支援制度が整っている 62 62.6% 25.6%
2．上司や同僚の理解が得られる 57 57.6% 23.6%
3．親が近くに住んでいるので、いざという時に子どもをあずけられる 56 56.6% 23.1%
4．安心して保育園にあずけられる 55 55.6% 22.7%
5．自分の仕事が、残業や出張がほとんどない仕事である 48 48.5% 19.8%
6．夫が家事や子育てをよく手伝ってくれる 43 43.4% 17.8%
7．通勤の負担が小さい 35 35.4% 14.5%
8．夫の仕事が、残業や出張が少ない仕事である 8 8.0% 3.3%
9．その他　内訳1．職場や仕事形態が両立しやすい環境にある  4  4.0% 1.7%
内訳2．やりがい 1 1.0% 0.4%
内訳3．自分の強い意志 1 1.0% 0.4%
内訳4．その他（現在育児休業中） 6 1.0% 2.5%









































































































実数（有効回答者数） 900 709 364 339 191 900 709 364 339 191
％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
1 ．職場で管理職として活躍す
る
5 7 9 4 1 10 12 15 9 3
2 ．職場で後輩やチームのリー
ダーとして活躍する
15 19 23 14 1 16 19 21 17 3
3 ．職場でサポート役として責
任をはたす
28 34 33 36 4 18 20 22 18 8
4 ．役割がどうあれ、職場での
仕事の責任を果たす
59 73 74 71 6 48 54 60 49 23
5 ．役割がどうあれ、職場での
仕事で自己実現する
25 30 43 17 5 25 27 36 18 17
6 ．自分の経済的自立のために
仕事で収入を得る
52 62 60 65 13 39 42 42 42 27
7 ．家族のために仕事で収入を
得る
18 20 19 21 8 34 34 32 35 37
8 ．家事や家の行事など家族の
ための役割を果たす
41 30 30 31 80 56 52 49 54 71
9 ．妻であること 32 23 25 20 64 54 52 53 52 60
10．子供を育てる 31 21 19 23 68 63 61 62 60 72
11．親の手伝いや介護 13 12 11 12 16 30 29 31 27 34
12．地域や社会に何らかの貢献
をする
13 13 18 9 13 25 23 26 19 32
13．職業以外のことで自分の能
力を発揮する
19 20 17 22 15 23 23 21 24 23
14．自分のための時間を充実さ
せる
67 69 67 72 58 61 60 58 62 64
15．その他（具体的に記入して
ください）






の生活における、（1） 経済的ゆとり、（2） 時間的ゆとり、（3） 精神的ゆとり、それぞれに「1. 
ある」「2. まあある」「3. あまりない」「4. まったくない」の4選択肢から回答を求め、次に
Q23で現在の生活に対して全般的にみてどの程度満足しているかについて、「1. 満足してい











合　　計 実 数 計
満　　足 まあ満足 多少不満 不　　満
1．ある 49% 43% 8% 1% 100% 199人
2．まあある 24% 57% 18% 1% 100% 485人
3．あまりない 11% 52% 31% 6% 100% 198人
4．まったくない 2% 33% 41% 24% 100% 42人
合計人数 237人 478人 179人 30人 924人
Q22.2　時間的ゆとり
生活の全般的満足
合　　計 実 数 計
満　　足 まあ満足 多少不満 不　　満
1．ある 42% 42% 13% 3% 100% 175人
2．まあある 26% 56% 15% 3% 100% 351人
3．あまりない 18% 57% 23% 3% 100% 303人
4．まったくない 20% 38% 34% 7% 100% 94人
合計人数 237人 478人 178人 30人 923人
Q22.3　精神的ゆとり
生活の全般的満足
合　　計 実 数 計
満　　足 まあ満足 多少不満 不　　満
1．ある 63% 34% 3% 0% 100% 151人
2．まあある 27% 63% 10% 0% 100% 427人
3．あまりない 9% 51% 36% 5% 100% 282人
4．まったくない 6% 22% 46% 25% 100% 63人





























これからも続けたい 31% 56% 11% 1% 100% 364人
やりがいはないが、
続けている 13% 63% 22% 2% 100% 195人
やりがいがなく、
やめたい 5% 21% 56% 16% 100% 43人
やりがいはあるが、





仕事に就きたい 30% 49% 16% 5% 100% 152人
今後も



























ある 0.277 0.250 0.466
まあある 0.034 0.021 0.093
あまりない -0.256 -0.274 -0.317
まったくない -0.489 -0.410 -0.583
時間的
ゆとり
ある -0.110 -0.034 -0.252
まあある -0.017 -0.027 0.026
あまりない 0.024 0.025 0.053
まったくない 0.191 0.069 0.496
精神的
ゆとり
ある 0.561 0.563 0.453
まあある 0.167 0.182 0.131
あまりない -0.361 -0.334 -0.441
まったくない -0.863 -0.845 -0.746














































はいえなかった。Q5では、1. 友だちや先輩の助言や生き方（50％）　2. アルバイト（49％） 































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Research on the Changing Life Courses






 In 2010 a research project was conducted to find out more information about 
Toyo Eiwa University students’ lives after graduation. The purpose was to obtain 
information that could be used to make changes in the university’s career education 
programs and curriculum which would better support students’ efforts to find suitable 
employment. A questionnaire was used for gathering data, in which graduates 
responded to items about both career and employment changes, as well as changes in 
their personal lives such as marriage and having children.
 The graduates’ responses to the questionnaire were analyzed. Five main 
points drawn from this analysis are discussed in this article. They include information 
about graduates’ changing attitudes toward employment while still university students, 
their current employment and job satisfaction, the percentage of graduates who had 
changed jobs or quit and the reasons for this, and the effects that marriage and raising 
children tended to have on their employment status. 
